全国自給飼料生産コンクール優良事例推薦調書
（飼料生産受託組織、耕種経営体）
　　　　参加経営体：個別経営（個人・法人）・グループ活動（どちらかに○）
　　　　推薦事例の概要
	フリガナ
氏　　　名
(代表者名)

(グループ名)


	

	生年月日
(設立年月)


	

	所在地

	

	電話番号

	


1　出品者の概要
（1）農業従事者
①個人の場合(家族人数、雇用人数) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(人)(人×日)　　　　　　　　　　　　　
	家族人数
	うち農業従事者
	うち男
	うち女
	雇用日数(延べ人日)

	
	
	
	
	


注:家族人数には本人を含む。雇用人数にはパート等も含め8時間を1日とする。
②団体・法人の場合(雇用人数) (人)(人×日)
	法人の構成
	役員
	職員
	臨時雇用
	計

	
	
	
	
	


　
	役職員のうち
農業従事者数、雇用人数
	農業従事者
	うち男
	うち女
	雇用日数(延べ人日)

	
	
	
	
	


（2）年間農業（農作業受託）労働時間＊個人の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:時間)
	本人①
	家族②
	(①＋②)
	うち男
	うち女
	雇用(のべ)③
	合計（①＋②＋③）

	
	
	
	
	
	
	


（3）経営面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:a)
	
	田
	畑
	樹園地
	牧草地
	
	合計

	
	
	うち
飼料用稲
	
	うち
飼料畑
	
	
	
	

	自己所有
	
	
	
	
	
	
	
	

	借　入
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	
	
	
	


　　（注）飼料生産受託組織にあっては、飼料生産受託面積を内数で（　　）書きすること。
（4）作物別作付面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:a)
	作物の種類
	(出品対象作物名:                )
	
	
	
	

	作付面積
	
	
	
	
	


（5）経営収支(　　　年度)　                                                                                        (単位:千円)
	区分
	経営全体
	左の内訳

	
	
	出品対象作物(    )
	他の作物（　）(   　　　　 )

	粗収益
	生産部門
	計①
ichi ①
	
	
	
	

	
	
	うち、補助金
	米の直接支払交付金
	
	
	

	
	
	
	畑作物の直接支払交付金
	
	
	

	
	
	
	水田活用の直接支払交付金
	
	
	

	
	
	
	その他(              )
	
	
	

	
	
	
	その他(              )
	
	
	

	粗収益
	加工・販売部門
	計②
	
	
	
	

	
	
	うち、補助金
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	　　　　
	小計③
	
	
	

	
	
	種苗・苗木費
	
	
	

	
	
	肥料費
	
	
	

	
	
	農業薬剤費
	
	
	

	
	
	光熱動力費
	
	
	

	
	
	諸材料費
	
	
	

	
	
	土地改良・水利費
	
	
	

	
	
	賃借料・料金
	
	
	

	
	
	租税公課
	
	
	

	
	
	建物費
	
	
	

	
	
	自動車費
	
	
	

	
	生産部門
	農機具費
	
	
	

	経営費
	
	生産管理費
	
	
	

	
	
	労働費
	
	
	
	

	
	
	
	うち家族用④
	
	
	

	
	
	
	うち雇用
	
	
	

	
	
	支払利子
	
	
	

	
	
	支払地代
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	　　　　　　　
	小計⑤
	
	
	

	
	加工・販売生産
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	計⑥
	
	
	

	
	小計⑦
	
	
	

	
	生産部門
	所得（①－⑤）
	
	
	

	所得
	
	〃(家族労賃除く①－⑤+④)
	
	
	

	
	・販売所得（②－⑥）

	
	
	

	
	経営全体の所得（③－⑦）

	
	
	

	
	〃(家族労賃除く③－⑦+④)
	
	
	


注1:労働費には家族労働費を含めて記入。　注2:組織法人経営等の場合は、家族労賃を構成員労賃に置き換えること。　注3:家族経営の場合の家族労働費は、生産費調査と同様に平均賃金×労働時間で算出。但し、この場合の労働時間は、生産過程に関わる労働時間だけでなく、販売活動や経営管理も含む年間の労働時間とする。　注4:出品対象作物の欄は、品目ごとの概況(2)経営収支の表から転記すること。　注5:生産部門と加工部門の経費については、部門別の経理処理がなされている場合は部門別に記載。部門別処理がされていない場合は、生産部門に一括して記入し、加工・販売部門の欄に｢生産部門に一括記入｣と記載。　注6:自社生産物を加工する場合、原料の評価額は売上げには計上しない。
（6）主要な農業用機械及び施設の保有状況
①農業用機械
	名称
	性能、馬力等
	台数
	自己所有・借入・共同別
	共同所有の持ち分

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注：共同所有の場合は、1/2、1/3のように持ち分を記入する。（以下同じ）
②施設
	名称
	構造
	面積(㎡)
	自己所有・借入・共同別
	共同所有の持ち分

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（7）経営・技術の特色等
①経営の特色(農地の取得ほか規模拡大の経過、他農家との連携、簿記記帳、販売戦略、経営移譲、複合経営等)
	


②技術の特色(先進技術の導入、省力化、低コスト化、高品質化、環境保全への取組等)
	


③地域に対する貢献(地域における位置づけ、他農家・地域に与える影響等)
	


④生活の視点の配慮について(男女共同参画社会の実現、家族経営の改善を推進する取組等)
	


⑤将来の方向(次世代への継続性、今後の予定等)
	


2.品目ごとの概況
出品対象作物名(　　　　　　　　　　　　)＊出品対象作物ごとに記入(複数ある場合は複写して使用)
(1)出品作物の生産販売状況
　　　①生産状況
	区分
	作付面積(a)
	生産量
(        )
②
	10アール当たり単収
(         )
②/①
	10アール当たりの地域平均単収
(         )
(県・市町村・地区)

	
	          
	収穫面積①
	
	
	

	前々年度(　年)

	
	
	
	
	

	前年度(　年)

	
	
	
	
	

	当年度(　年)

	
	
	
	
	


    注:生産量、単収、販売量、販売単価の単位は、kg、kg/10a、円/kg等適当な単位により記入。
②販売状況
	区分
	販売量①
(       )
	販売額②
(  千円  )
	販売単価(②/①)
(      )

	前々年度(　年)

	
	
	

	前年度(　年)

	
	
	

	当年度(　年)

	
	
	


注:生産量、単収、販売量、販売単価の単位は、kg、kg/10a、円/kg等適当な単位により記入し、(   )に該当する単位を記入。
（2）経営収支(　　　年度)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)
	区分
	作物名

(　　　 )
	同左作物の10ｱｰﾙ
当たり換算
	10アール
当たりの
県平均
	飼料用米はkg換算
	飼料用米はkg当りの県平均

	粗収益
	小計①
ichi ①
	
	
	
	
	

	
	
	米の直接支払交付金
	
	
	
	
	

	農業粗収益
	
	畑作物の直接支払交付金
	
	
	
	
	

	
	うち、補助金
	水田活用の直接支払交付金
	
	
	
	
	

	
	
	その他(              )
	
	
	
	
	

	
	
	その他(              )
	
	
	
	
	

	
	種苗・苗木費
	
	
	
	
	

	
	肥料費
	
	
	
	
	

	
	農業薬剤費
	
	
	
	
	

	
	光熱動力費
	
	
	
	
	

	
	
	うち飼料用米乾燥費
	
	
	
	
	

	
	諸材料費
	
	
	
	
	

	
	土地改良・水利費
	
	
	
	
	

	
	賃借料・料金
	
	
	
	
	

	
	
	うち飼料用米乾燥調製等ｶﾝﾄﾘｰｴﾚﾍﾞｰﾀｰ利用費
	
	
	
	
	

	
	租税公課
	
	
	
	
	

	
	建物費
	
	
	
	
	

	農業経営費
	自動車費
	
	
	
	
	

	
	農機具費
	
	
	
	
	

	
	生産管理費
	
	
	
	
	

	
	労働費
	
	
	
	
	
	

	
	
	うち家族③
	
	
	
	
	

	
	
	うち雇用
	
	
	
	
	

	
	支払利子
	
	
	
	
	

	
	支払地代
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	小計②
	
	
	
	
	

	農業所得（①－②）
	
	
	
	
	

	〃(家族労賃除く①－②+③)
	
	
	
	
	


注1:農業経営費については、包装資材料、市場手数料、農協手数料等の出荷経費があれば、併せて記入。
注2:組織法人経営等の場合は、家族労賃を構成員労賃に置き換えること。　
注3:家族経営の場合の家族労働費は、生産費調査と同様に平均賃金×労働時間で算出。但し、この場合の労働時間は、生産過程に関わる労働時間だけでなく、販売活動や経営管理も含む年間の労働時間とする。　
注4:10アール当たりの県平均が不明の場合は、市町村あるいは地区平均等でもさしつかえない。その場合は｢○○市平均｣等と記入。
（3）労働時間(　　　年度)                                                                     　(時間)
	区分
	項目
	作物名

(　　　　　　   )
	同左作物の
10アール当たり
換算
	10アール
当たりの
県平均

	全体
	
	栽培管理
	
	
	

	
	
	収穫調製
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	

	
	
	計
	
	
	

	
	
	栽培管理
	
	
	

	
	うち家族労働
	収穫調製
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	

	
	
	計
	
	
	

	
	
	栽培管理
	
	
	

	
	うち、雇用
	収穫調製
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	

	
	
	計
	
	
	


注:10アール当たりの県平均が不明の場合は、市町村あるいは地区平均等でもさしつかえない。その場合は
｢〇〇市平均｣等と記入。
（4）品種別作付状況(　　年度)
	品種名
	作付面積(a)

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	合計
	


（5）収穫物の乾燥・調製の担い手（出品財が飼料稲の場合に記載する）
	 区分
	刈り取り
	予乾・梱包
	運　搬
	貯　蔵
	刈り取り
	乾燥・精選
	運　搬
	貯　蔵
	SGS加工
	その他

	飼料用米
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	稲ＷＣＳ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）自力、カントリーエレベーター（ＣＥ）等、具体的に該当部に記入すること。
（6）収穫物の販売状況等(　　年度)
①選別・出荷の共同化
	選別の共同化　
	有・無
	組織名
	
	組織形態
	

	出荷の共同化
	有・無
	組織名
	
	組織形態
	


②販売先毎の価格・販売量
	
	系統出荷(農協)
	
	直接販売
	
	自家消費

	
	
	(         )
	(         )
	(         )
	(         )
	

	販売量(    )
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	販売額(千円)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	単価(      )
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


注1:販売量、単価の(  )内に適当な単価を記入。
注2:直接販売の(  )については、販売団体及び農家名を記載のこと。
③販売面で特筆すべき点
	


（7）立地面での優位性の活用又は不利の克服等(気候、土壌等が栽培に適している、大消費地に近い、交通の便が良い等、
どのように優位な条件を活用しているか、あるいは立地面での不利をどのように克服しているか等)
	



（8）組織化の状況
＊集団について、組織の構成、組織発展の経緯等を記入することとし、個人については、所属している組織の状況等
必要がある場合に記入。
1 組織の構成
	


2 組織発展の経緯
	


3 組織の活動状況
	


（9）技術
①年間作業体系
	作業内容
	１月・２月
	３月・４月
	５月・６月
	７月・８月
	９月・10月
	11月・12月

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


注:作業期間を←→で表し、その下に作業内容を記入。
（10）出品財が飼料用米又は稲ＷＣＳの場合、販売先畜産経営体が、当該飼料用米又は稲ＷＣＳを利用してこだわり
畜産物を生産している場合は、その概要等について記載：
	


